第2回ＲＭ出版プロジェクトチーム議事録

日時：2006/4/6（木）18:00～20:30

場所：中小企業会館　Ｂ１談話室

参加者：佐々、笠原、河毛、山根、塩見、北村、東條

アジェンダ：（１）今後のスケジュール（例会の間がプロジェクトチームの課題）

4月例会　骨子案の承認

· 「診断士の目」分析、分類作業

· リスク分析手法について分析作業

· 目次案の作成

5月例会　目次案の承認

· 趣意書、サンプルの作成

6月例会　企画書の承認

· 出版会社へのアプローチ

· 分担ルールの策定

7月例会　執筆分担の決定

· 各自執筆。

· 例会前にメーリングリストにより公表。

· 例会ではそれを読んだことを前提とした協議により、効率よく検討する。

8月例会　執筆中間発表

9月例会　執筆最終発表

（２）リスクマネジメントの導入方法（How To）について、いかにやさしく伝えるか？

· リスク分析に焦点を当てる。これまで気づいていなかったリスクを洗い出す方法を紹介する。

（３）本のタイトル案

· 最終案まで十分に絞り込めていない。候補を後段に上げる。
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議事内容：

１．今後のスケジュール

· 上記の通り。

２．リスクマネジメントの導入方法（How To）について、いかにやさしく伝えるか？

· 前回はJISQ2001をフレームワークにすることを前提として進めてきたが、新たにERMを取り上げた方がいいという意見があり検討する。

【JISQ2001】

特徴）ゲインがあるようなビジネスリスクを対象から外している。日本だけのスタンダードであり、国際的標準に至っていない。

「診断士の目」の事例は、ビジネスリスクが主体であり、ピュアリスクを対象としたJISでは、関連付けが難しいのではないか？

【ERM】

特徴）ゲインがあるビジネスリスクも対象としている。JSOX法で大企業がこれから求められるアメリカンスタンダード。時流に乗っており、タイムリーなテーマになる。

塩見さんと北村さんは、会社でこの導入に従事している。

ただし、対象とするリスクが広すぎるため、一般化することもできないし、日本国内で導入をした事例もほとんどない。

· 約100ページの中で、リスクマネジメントのすべてを伝えることは非常に難しい。難しいことをやさしく伝えるためには、字数が増えることが一般的であると考える。そのため、メリハリをつける必要が生じる。

· 前半の事例により、読者が抱いた不安に対して、後半でハウツーを見せたい。

· ハウツーを提示するには、ERMは適さない。対象範囲が広すぎるため、一般化できないため。ERMを取り上げる場合は、冒頭に簡単な理論説明、中身を事例によるリスクの解決方法の例示、最後に理論的なまとめというような構成にする必要がある。その場合、事例の分類方法にそこはかとなくERMのエッセンスが漂えばOKと考える。

· 基本的なリスクマネジメントのPDCAサイクル自体は、ERMも同じである。今回は、シンプルなJISベースとする。

· 東條さんが中小企業大学校で、中小企業後継者に対して、リスクマネジメントを教えている。実際に、自社のリスクマネジメントを作成させると、意外に基本的なリスクについての認識がないことがわかった。

· リスク分析の方法は、これが正解というディファクトスタンダードはない。リスクのランクづけはあくまでも主観によるものである。いかに漏れがなく網羅性を持って、自社保有のリスクを洗い出せるかという点に注目したい。

· リスクの存在を知らないことが、そもそもの問題点であり、リスクが顕在化すれば、その対策を講じることはずっとたやすい。

３．本のタイトル案

「あっ」といってももう遅い！社長のための転ばぬ先のつえ

もうかる転ばぬ先のつえ

上流中小企業になる！社長！で、どうするの？

「えーっ！！」そんな落とし穴にはまらないために社長のコマッタを助ける本

社長のまくらを高くする本

社長！これで解決　不安の抑え

社長の心配のタネ　解決策！

問題は必ず起きる！社長の打つ手

社長のための経営ノウハウ玉手箱

まず、知ることが大切！社長、目をそらしてはいけません！

社長！知らないと損しますよ！

